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分散処理システム構成による病院向け医事システム
"HIMEC-10''

HospitalAccounting SYStem =HIMEC-10′'Using Distributed

Microcomputer Structuring TechnologY

中小規模病院に適したコスト･パーフォーマンスに優れた医事システム開発の要

望にこたえて,"HIMEC-10''(HitachiMedicalComputer-10)を開発した｡

このシステムの開発に当たって､中小規模病院の医事システムが必要とする機能

と性能を分析し,次にシステムの目的に従って,機能とファイルを分散し,これを

多数のマイクロコンビュⅦタ,及びフロッピ･ディスクや磁気ディスクを応用した

分散処理システム構成技術により完成した｡

また,分散処理オペレⅦティングシステム,患者登録ファイルを中心としたデー

タ管理プログラム及び患者登録,公費負担計算式,診療報酬請求明細書の披いなど

にソフトウェアの柔軟性を高める技術を開発し,これを適用している｡

l】 緒 言

我が国で,現在までに使用されている医療情報システムの

約4割が,診療所や病院の会計窓[]での患者の診墳料金計算

や健康保険支払基金に対する診療報酬請求業務のための医事

システムである｡

ニのように,医事システムは,我が国特有の健康保険制度

を背景に発展しているが,診療所や病院からの医事システム

に対する主な要望として次のことが挙げられる｡

第･一に,ソフトウェアの柔軟性である｡医事システムは,

診療料金計算を,国が定めた診療報酬算定方式に従って行な

うので,算定方式の改訂に対するプログラムの改訂が容易で

なければならないということである｡

第二に,従来,大形コンピュータやミニコンピュータによ

る大病院向けのシステム,あるいは,単一一のマイクロコンピ

ュータによる診療所向けのシステムは開発されているが中小

規模の病院に適した医事システムがないのでその開発が望ま

れているということである｡

第一{の要望に対しては,既に,テーブル型論理処理方式

MAPS(MedicalLogic Auto-Programming System)を開

発し,HITAC-Mシリーズ,Lシリーズによる目立医事シス

テム"HIHOPS''(HitachiHospitalSystem)に適用し解決

している｡

第二の要望に対しては,このたび,コスト･パーフォーマ

ンスのよい中小規模病院向けの医事システムとして,複合マ

イクロコンビュ山夕技術1)･2)と分散ファイル技術を応用した

"HIMEC-10''(HitaclliMedicalComputer-10)を開発した｡

以下に,"HIMEC-10''の主要な点について述べる｡

臣l システム構成

"HIMEC-10''のシステム構成上の特長は,業務処理機能の

分散配置と,分散ファイルによる高作能化の実現である｡シ

ステム構成は,図1に示すように病院会計窓口に設置して,

各患者の診療料金計算を行なう窓口処理部と,窓口処理部か

ら送られてくる診療行為データを記憶しファイルする中央処
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理部,及び各種帳票を作成するHりJ処理部から成り,業務処

j聖機能をそれぞれの処理部に分割している｡各処理部は,マ

イクロコンピュータによl′)実現され,独立に動作すると同時

に,統合化されたシステムとなっている｡

患者登録ファイル及び診療行為ファイルは,各処理部が共

同で使用するので,各処埋部から等しく容易にアクセスでき

るように,中央処理部に20メガバイトの磁気ディスクを設置

し､これに収容した｡

.中二数テ【ブルファイルは,各処理部で共通に使用するフ7

窓口処理部 中央処理部 出力処理部 窓口処理部

KS2 CRT2 FD2 MD KSICRTI LPI LP2 KS3 CRT3 FD3

KS4 CRT4 FD4 KS5 CRT5 FD5 KS8CRT6 FD6KS7CRT7 FD7

窓口処理部 窓口処理部

注:略字説明

KS=キーセット(入力端末)
M=磁気ディスク装置

LP=ラインプIノンタ

窓口処理部 窓口処理部

CRT=ORTモニタ

FD=フロツピ･ディスク

MC=マイクロコンピュータ

図l 分散処理方式による"HIMEC-10”のシステム構成 医事シ

ステムに必要な処理機能とファイルを分散し 多数のマイクロコンピュータと

フロッピ･ディスク及び磁気ディスクにより実現Lており.病院規模に適Lた

構成とすることができる｡
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イルであるが,使用頻度が高く,仮に,中央処理部の磁気デ

ィスクに集中して収容すると,データ伝送がネックになる｡

そこで,窓口処理部にフロッピ･ディスクを設け,点数テー

ブル･ファイルを各処理部に分散して配置した｡

その結果,集中処理方式で問題となった各処理部から点数

テーブルファイルへのアクセス集中によるネックが解消され,

また,中央処理部が故障しても,窓口処理部だけで処理を実

行できる高信頼システムの実現が可能となった｡

窓口処理部は最大6台まで,詮僚報酬請求明細書作成用ラ

インプリンタは最大5台まで増設することができるようにな

っておr),1日の外来患者数200名から700名程度まで,診療

報酬請求明細書枚数2,000枚から7,000枚程度までの規模の

それぞれの病院に適正なシステムを構成することができる｡

図2は,2台の窓口処理部を設置した状態を示しており,

別室に設置されている中央処王里部と結合し分散処理を行なっ

ている｡

田 ソフトウェア

"HIMEC-10''のソフトウェアの開発に当たっては,次の点

を特に考慮している｡

3.1 オペレーティングシステム

オペレーティングシステムの目的は,窓口会計処理と診療

報酬請求明細書作成を同時に実行することであり,このため

に,複数台の窓口会計端末装置,出力処理部及び中央処理部

の並行ラン,データ通信の制御が可能になっている｡

3.2 データ管理プログラムPDMP

PDMP(Patient Data Management Program)は,ファ

イルアクセス管理を一元化し,ファイルをファイル名,キー

ワード,処理マクロ名の指定だけでアクセスでき,アクセス

の誤りを極力i成らすことができる｡ファイル構造は,図3に

示すように,患者登録ファイルを中心とした独特な構造であ

ー),ファイル内答に関する情報は,ファイルカタログで一括

管理し,アプリケーションプログラムとの連∃洛はカタログを

通じて行ない,ディスク空間の割付けも自由に行なえる｡ま

た相対レコードアドレスを使用し,ファイルレコードをディ

スク装置から独二正させている｡

ファイルアクセス用には,SAM(SequentialAccess Method)

■■■声

図2 "HIMEC-10”形医事システム窓口処理部 病院会計窓口に設

置され,窓口会計処理を行なう窓口処理部であり,別室に設置された中央処玉里

部と左端に見える出力処理部(印刷装置)を結合して分散処理を行なっている｡写

真は,窓口処理部Z台(右_端,中央)を並置Lたところを示Lている｡
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図3 "HIMEC-10”のファイル構造 患者を中心とLたファイル構造

であり,ファイルアクセス管王里を一元化Lて,ファイルの使用を容易にしている｡

用Read,Write,DAM(Direct Access Method)用Read,

Write及びインデックスファイルの該当患者ID(Identification)

の検索,ポインタテーブルの値のセットなど,7種のデータ

管理マクロを作成した｡

3.3 ソフトウェアの柔軟性に対する特別なエ夫

ソフトウェアの柔軟性に関する主な開発内容は,(1)患者登

録の内容を病院で,自由に増子成変更できるようにしたこと,

(2)公費負担の点数計算を算術式化して外部から入力できるよ

うにし,病院独自に計算方法を決定できるようにしたこと,

(3)診ヲ寮報酬請求明細書の内容や様式をテーブル化技術及び帳

票作成用プログラムを開発し,答易に変更できるようにした

ことなどが挙げられる｡

B 結 言

以上,多数のマイクロコンピュータやフロッピ･ディスク

を使用した分散処理システム構成により,優れたコスト･パ

【フォーマンスを実現し,ソフトウエアにも新しい技術によ

り多くの特長を持たせた医事システム"HIMEC-10◆'を開発

した｡

終わりに,このシステムの開発に当たって終始御指導,御

協力をいただいた関係各位に対し,深く謝意を表わす次第で

ある｡
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